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刷新特別委員会を設置
概要
　平成 25 年６月定例会は６月５日から 10 日までの６日間の会期で開催さ
れました。
　25 年度各会計補正予算６件、条例改正４件、第三セクター等の決算報告
など 11 件、議員発議１件及びその他２件の 24 件を審議し、いずれも原案
のとおり全員賛成で可決しました。
　一般質問は２人の議員がまちづくりをただしました。

25年度各会計補正予算
一般会計（第３号）

総額に8562万円を追加し、58億1222万円としました。
◎補正予算の主なもの

　○東山工業団地道路舗装補修工事 ………………………  500 万円

　○町民総合センター舞台吊物設備交換工事 ……………  570 万円

　○空き家処理業務 …………………………………………  100 万円

　○畜産生産拡大支援事業補助金 …………………………  910 万円

　○緊急県産稲わら確保対策事業 …………………………  280 万円

　○緊急農村防災対策工事 …………………………………  400 万円

　○戦略的園芸産地拡大支援事業 …………………………  157 万円

　○町道中ノ目南団地線道路改良工事 ……………………  980 万円

　○歴史文化散策地駐車場整備工事 ………………………  450 万円
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第4回
6月定例会 刷新特別委員会を設置飯豊町議会

◎
飯
豊
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本

部
条
例

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た

め◎
飯
豊
町
畜
産
振
興
基
金
条
例

　

平
成
26
年
12
月
か
ら
米
沢
牛
の
定
義
が
改

正
さ
れ
去
勢
牛
が
除
外
さ
れ
る
た
め

◎
飯
豊
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

　

中
小
企
業
振
興
審
議
会
委
員
を
非
常
勤
の

職
員
に
追
加
す
る
た
め

◎
飯
豊
町
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を

定
め
る
条
例

　

関
係
法
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
た
め

◎
飯
豊
町
福
祉
事
業
所
「
で
ん
で
ん
」
の
指

定
管
理
者
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
す
ぎ
な
」
が
目
的
及
び
事
業
を
継
承
し

な
が
ら「
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ
な
会
」と
な
っ

た
た
め
改
め
て
指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る

も
の
。

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

購
入
先

㈱
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｊ
南
陽
営
業
所

取
得
価
格　

３
０
４
５
万
円

○
設
置
の
目
的

　

議
員
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た
め
、
議
会

基
本
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
よ
り
町
民
と

密
着
し
た
活
発
な
議
会
運
営
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

○
委
員
会
構
成

議
長
を
除
く
議
員
全
員

委
員
長　
　

長
沼　

桂
子

副
委
員
長　

後
藤
惠
一
郎

 

条
例
の
設
定

 

指
定
管
理
者
の
指
定

 

飯
豊
町
議
会
刷
新

　
　
特
別
委
員
会
設
置 

 
公
有
財
産
の
取
得

 

条
例
の
一
部
改
正

ＮＰＯから社会福祉法人へ

安全な雪道確保のために
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農業6次化がイイデを救う
質
問　
限
界
集
落
対
策
に

つ
い
て
、
中
津
川
地
区
は

5
年
間
で
20
・
8
％
人
口

が
減
少
し
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
農
業
の
6
次
化
の

取
組
は
。

町
長　
人
口
減
少
の
加
速

化
が
予
定
さ
れ
る
中
で
、

新
た
な
対
策
と
し
て
、
専

任
の
職
員
を
中
津
川
地
区

に
配
属
し
、
過
疎
集
落
の

活
力
回
復
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
6
次
産

業
に
向
け
、
生
産
者
や
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
い
る

取
組
み
に
支
援
の
強
化
を

し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
待
機
者
解
消
策
は
。

町
長　
在
宅
支
援
事
業
と

自
主
的
な
介
護
予
防
活
動

の
体
制
を
推
進
し
ま
す
。

質
問　
副
町
長
の
職
務
達

成
の
認
識
と
決
意
な
ら
び

に
抱
負
は
。

副
町
長　
こ
れ
ま
で
の
行

政
経
験
を
生
か
し
、
町
長

を
補
佐
し
、
ま
た
、
職
員

の
力
を
結
集
し
て
、
施
策

の
実
現
の
た
め
、
前
進
す

る
こ
と
が
使
命
と
思
っ
て

い
ま
す
。

質
問　
第
一
小
学
校
全
面

改
築
の
機
会
に
特
色
あ
る

学
校
建
築
と
キ
ャ
ン
パ
ス

の
整
備
を
。

教
育
委
員
長　
本
町
の
地

形
と
気
象
的
特
性
を
十
分

考
慮
し
た
、
町
内
外
に
誇

れ
る
学
校
施
設
に
な
る
こ

と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
直
営
で
除
雪
業
務
を

し
た
場
合
、
除
雪
費
の
試

算
金
額
は
。

Ａ　
後
日
報
告
し
ま
す
。

Ｑ　
農
業
の
6
次
化
対
策

の
強
化
策
は
。

Ａ　
重
要
な
懸
案
で
、
検

討
し
ま
す
。

Ｑ　
教
育
現
場
に
お
け
る

体
罰
や
い
じ
め
対
策
は
。

Ａ　
県
教
育
委
員
会
等
と

連
携
し
指
導
し
て
参
り
ま

す
。

鈴
木
敏
夫
議
員

○
限
界
集
落
と
農
業
6
次
化
に
つ
い
て

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
解
消
策
は

○
副
町
長
の
職
務
達
成
の
決
意
と
抱
負
は

○
第
一
小
学
校
の
全
面
改
築
に
つ
い
て

重
要
な
問
題
と
認
識

施
策
実
現
の
た
め
前
進

そ
の
他
の
質
問

改
築
検
討
委
員
会
で

基
本
構
想
を
策
定　

介
護
予
防
推
進
の
体
制
を

一般質問
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災害防止の点検・対策は
一般質問

質
問　
近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪

雨
多
発
と
豪
雪
の
影
響
と

思
わ
れ
る
山
腹
崩
壊
が
目

立
ち
ま
す
。
特
に
通
称
ダ

ム
道
路
で
は
、
県
道
に
到

達
す
る
崩
落
箇
所
が
あ
り
、

人
命
に
関
わ
る
災
害
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
町
内
に
こ
の
よ
う
な
危

険
箇
所
が
ど
れ
位
あ
る
の

か
把
握
し
て
い
る
か
。

町
長　

現
在
、
全
国
的

に
「
道
路
防
災
点
検
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
豪

雨
、
豪
雪
等
の
異
常
気
象

に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
道
路

法
面
の
安
定
性
等
に
つ
い

て
詳
細
な
点
検
を
行
い
そ

の
結
果
を
道
路
防
災
対
策

に
反
映
し
て
い
く
も
の
で

す
。
ダ
ム
道
路
区
間
で
も

10
個
所
程
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
点
検
結
果
を
踏
ま
え

た
土
砂
崩
落
や
雪
崩
に
対

応
す
る
た
め
の
施
設
整
備

や
要
観
察
個
所
と
し
て
パ

ト
ロ
ー
ル
管
理
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
り
土
石
流
が
発
生
す
る

恐
れ
の
あ
る
「
土
石
流
危

険
渓
流
」
に
つ
い
て
も
県

の
基
礎
調
査
で
「
土
砂
災

害
危
険
区
域
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

質
問　
危
険
個
所
と
認
め

ら
れ
た
所
に
つ
い
て
具
体

的
な
対
策
計
画
は
あ
る
の

か
。

　
ま
た
、
危
険
個
所
と
し

て
指
定
さ
れ
た
個
所
や
区

域
に
つ
い
て
地
域
住
民
に

周
知
し
て
い
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長　
ま
だ
住

民
に
お
知
ら
せ
ま
で
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
急
い
で
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

質
問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
を
作
っ
て
知
ら
せ
れ
ば

住
民
自
ら
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
危
険
回
避
に
役
立

て
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

ぜ
ひ
実
施
し
て
ほ
し
い
。

地
域
整
備
課
長　
お
知
ら

せ
の
方
法
等
も
併
せ
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　
河
川
敷
の
雑
木
繁

茂
が
著
し
く
川
面
が
見
え

な
い
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。

　
え
ん
じ
ゅ
、
偽
ア
カ
シ

ヤ
、
柳
等
成
長
の
早
い

木
々
が
多
く
、
景
観
を
損

ね
て
い
る
。

　
ま
た
、
増
水
時
の
流
路

を
塞
ぎ
、
川
岸
の
崩
壊
を

招
き
、
熊
や
カ
モ
シ
カ
の

隠
れ
家
と
な
っ
て
い
る
所

も
あ
る
。

　
近
年
、
子
供
達
が
容
易

に
川
遊
び
の
で
き
る
場
所

が
無
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
前
は
、
膝
ま
で
水
に

つ
か
っ
て
の
か
じ
か
取
り
、

石
拾
い
、
水
切
り
な
ど
川

に
親
し
む
機
会
が
多
く

あ
っ
た
が
最
近
は
ほ
と
ん

ど
無
い
。

　
容
易
に
近
づ
け
る
場
所

が
な
い
か
ら
で
す
。

　
子
供
達
が
安
全
に
川
遊

び
の
で
き
る
場
所
を
流
域

何
個
所
か
つ
く
れ
な
い
か
。

町
長　
ご
指
摘
の
と
お
り

通
水
断
面
の
確
保
、
景
観

や
野
生
動
物
の
生
態
系
を

含
む
河
川
環
境
の
面
か
ら

も
伐
採
除
去
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

　

県
管
理
河
川
等
に
係
る

要
望
事
項
と
し
て
今
年
度

の
協
議
議
題
に
掲
げ
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

飯
豊
橋
か
ら
長
瀞
橋
ま

で
の
区
間
は
河
川
区
域
内

に
、
多
く
の
個
人
所
有
地

が
あ
り
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
が
あ
り
、
直

ぐ
に
と
は
い
か
な
い
が
、

管
理
者
の
県
に
要
望
し
ま

す
。

舩
山
清
一
議
員

河
川
敷
の
雑
木
除
去
を 大雪崩発生場所
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総
務
企
画
課

◆
遊
休
公
共
施
設
の
利
活

用
課
題
別
検
討
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

飯
豊
分
校
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
遊
休
公
共
施
設

の
耐
震
調
査
を
し
て
基
本

姿
勢
を
出
す
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

飯
豊
分
校
の
今
年
度
維

持
管
理
に
つ
い
て
県
と
協

議
し
た
結
果
、
9
月
末
ま

で
全
て
撤
退
す
る
が
今
年

度
の
降
雪
期
の
維
持
管
理

は
県
が
行
う
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

住
民
税
務
課

◆
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
会
議
で
国
民

健
康
保
険
の
県
一
本
化
の

話
題
に
ふ
れ
、
県
一
本
化

に
な
っ
た
場
合
、
飯
豊
町

の
国
保
税
の
影
響
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

教
育
文
化
課

◆
８
月
23
日
～
25
日　

第

40
回
東
北
総
合
体
育
大
会

山
岳
競
技
会
が
本
町
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
係
る
県
予
選
会

が
6
月
15
日
同
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

◆
第
2
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
県
か

ら
の
表
彰
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

7
月
6
日
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導

者
研
修
会
で
表
彰
さ
れ
ま

す
。	

◆
7
月
13
日
～
14
日
め
ざ

み
の
里
カ
ン
タ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
14
日
午
後

「
飯
豊
山
の
四
季
」
の
ス

ラ
イ
ド
映
写
と
全
員
合
唱

が
行
わ
れ
ま
す
。

問　
添
川
小
学
校
で
「
今

後
の
学
校
の
在
り
方
」
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

任
意
回
答
で
14
名
の
未
提

出
者
が
い
た
と
聞
い
た
が

ど
う
し
て
か
。

答　
２
月
23
日
授
業
参
観

日
に
父
兄
に
対
し
協
力
要

請
し
３
月
８
日
に
回
収
、

回
収
率
69
％
で
し
た
。

　

保
護
者
の
一
部
に
趣
旨

の
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
。

　

回
答
が
す
べ
て
の
集
約

で
は
な
い
が
半
数
の
方
が

課
題
が
あ
る
と
い
う
意
見

で
し
た
。

問　
一
連
の
学
校
荒
ら
し

に
関
し
て
事
後
の
説
明
報

告
が
な
い
と
防
犯
協
会
か

ら
苦
言
が
あ
っ
た
。

　
防
犯
の
意
識
を
高
め
る

た
め
に
防
犯
協
会
に
青
パ

ト
を
提
供
し
て
は
ど
う
か
。

　
青
パ
ト
運
用
方
法
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
事
件
後
防
犯
協
会
に

連
日
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
総
会
に
出

席
し
て
報
告
す
べ
き
だ
っ

た
。

　

青
パ
ト
は
日
程
を
調
整

の
上
、
活
用
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

問　
公
共
施
設
や
Ｌ
Ｄ
Ｆ

等
の
活
用
も
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
Ｌ
Ｄ
Ｆ
は
内
部
も
含

め
現
地
踏
査
を
し
ま
し
た
。

　

非
常
に
広
く
ま
だ
ま
だ

使
え
る
施
設
で
す
。

　

地
元
企
業
は
じ
め
、

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
活
用
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

問　
25
年
度
職
員
採
用
試

験
の
結
果
、
採
用
に
も
れ

た
人
の
試
験
結
果
の
内
容

を
開
示
し
て
い
る
所
も
あ

る
。
本
町
で
も
必
要
で
は

な
い
か
。

答　
全
て
の
受
験
者
を
開

示
す
る
と
本
人
の
不
利
益

に
な
る
場
合
が
あ
る
。

　

先
進
的
な
市
町
村
も
あ

る
の
で
、
参
考
に
し
な
が

ら
、
本
人
か
ら
開
示
請
求

が
あ
れ
ば
対
応
し
た
い
。

遊休公共施設の利活用は
総務文教常任委員会

各
課
か
ら
の
報
告

有効利用が待たれるＬＤＦ

質
問
と
答
弁
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農
林
振
興
課

◆
林
道
飯
豊
桧
枝
岐
線
・

一
の
木
線
の
、
開
通
式
が

６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

◆
2
年
間
休
業
の
西
高
峰

そ
ば
工
房
を
、
林
道
開
通

に
合
わ
せ
て
、
高
峰
地
区

有
志
8
人
で
再
開
し
ま
す
。

　

営
業
日　

土
・
日
曜
日

　

時　

間　

11
～
14
時

商
工
観
光
課

◆
福
島
か
ら
の
観
光
客
に

大
規
模
林
道
開
通
と
同
時

に
お
も
て
な
し
を
（
町
割

引
券
の
配
布
・
白
川
ダ
ム

湖
畔
公
園
の
イ
ベ
ン
ト
案

内
・
記
念
品
の
贈
呈
・
中

津
川
村
づ
く
り
協
議
会
を

中
心
に
、
歓
迎
振
る
舞
い
、

山
菜
祭
り
等
）
行
い
ま
す
。

◆
山
形
若
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
飯
豊

町
が
選
ば
れ
、
40
名
が
活

動
し
ま
す
。（
8
月
31
日

か
ら
9
月
1
日
）

地
域
整
備
課　

◆
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購

入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
水
道
水
異
臭
対
策
を
毎

週
月
曜
日
に
検
査
し
て
い

ま
す
。（
5
月
15
日
に
活

性
炭
を
注
入
）

◆
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道

路
建
設
促
進
同
盟
会
総
会

を
5
月
30
日
に
行
い
ま
し

た
。
住
民
大
会
を
小
国
町

で
10
月
14
日
に
開
催
し
ま

す
。

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
21

件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

46
％
の
執
行
率
で
す
。

健
康
福
祉
課

◆
戦
没
者
追
悼
式
を
7
月

16
日
に
行
い
ま
す
。

診
療
所

◆
椿
診
療
所
で
水
曜
日
午

後
も
診
察
し
ま
す
。

問　
緊
急
農
村
防
災
対
策

事
業
補
助
金
４
０
０
万
円

に
つ
い
て
伺
う
。

　
平
成
17
年
に
整
備
し
て

平
成
19
年
か
ら
作
付
し
て

い
る
。
何
年
も
経
過
し
て

い
る
の
に
、
県
・
町
が
負

担
す
る
の
は
お
か
し
い
の

で
は
。（
白
川
・
野
川
土

地
改
良
区
は
、
賦
課
金
の

中
で
管
理
し
て
い
る
）

答　
県
と
協
議
の
結
果
、

防
災
対
策
費
で
対
応
し
ま

す
。

　

今
後
、
事
前
協
議
、
現

場
確
認
、
県
、
土
地
改
良

区
と
協
議
し
対
応
し
ま
す
。

問　
そ
ば
製
粉
所
の
運
営

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
と
同
じ
運

営
で
す
。
連
絡
を
す
れ
ば

平
日
も
可
能
、
製
粉
手
数

料
は
２
０
０
円
／
㎏
で
す
。

問　
林
道
開
通
で
、
い
か

に
本
町
に
集
客
す
る
か
、

今
年
が
勝
負
と
考
え
る
。

集
中
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
組

ん
で
は
。

答　
商
店
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
町
内
の
も
の
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
頂
き

動
向
を
見
て
検
討
し
ま
す
。

※
Ｄ
Ｃ
も
利
用
し
ま
す
。

問　
豆
腐
工
房
の
現
状
は
。

答　
去
年
７
月
指
定
管
理

12
月
試
作
品
、
保
健
所
よ

り
床
補
修
の
指
摘
が
あ
り

補
修
を
行
い
、
今
年
３
回

代
表
者
会
を
行
い
軌
道
に

乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

※ 

Ｄ
Ｃ
＝
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

と
自
治
体
、
地
元
観
光
業
者

等
が
協
働
で
実
施
す
る
大
型

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

そば工房 “再開 ”
産業厚生常任委員会

各
課
か
ら
の
報
告

再開したそば工房

質
問
と
答
弁
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土地開発公社
第3セクター決算報告

平成24年度

　平成 24 年度土地開発公社及び第 3セクター 5 社の決算が今定例会に報告されま
した。土地開発公社では、「中の目南住宅団地」4区画の造成が完了し完売しました。
残り 6区画は引き続き造成中です。また、第 3セクター（町が 50％以上出資する会社）
においては、各会社とも前年度に引き続き単年度黒字決算となりました。経営努力の
成果がみられ、議会としても評価しています。　

有限会社どんでん平ゆり園　損益計算書
（単位：千円）

飯豊町土地開発公社　損益計算書
（単位：千円）

科　　目 金　　額

完成土地等売却収入 11,719

完成土地等売却原価 16,264

開発中土地売却収益 0

販売費及び一般管理費 137

特別損失 0

事業外収益 33

当期利益 △ 4,649

科　　目 金　　額

売上高 48,296

売上原価 13,602

販売費及び一般管理費 29,291

営業外収益 1,138

営業外費用 0

当期利益 6,355

完売
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㈲エルベ　損益計算書

㈱飯豊町産業開発公社　損益計算書

㈱緑のふるさと公社　損益計算書

飯豊めざみの里㈱　損益計算書

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

科　　目 金　　額

売上高 44,073

売上原価 13,639

販売費及び一般管理費 29,804

営業外収益 121

営業外費用 202

特別利益 0

当期利益 476

科　　目 金　　額

売上高 227,054

売上原価 74,671

販売費及び一般管理費 154,385

営業外収益 4,500

営業外費用 417

特別損失 0

当期利益 1,893

科　　目 金　　額

売上高 128,254

売上原価 31,944

販売費及び一般管理費 94,811

営業外収益 1,198

営業外費用 1,163

特別利益 0

当期利益 1,348

科　　目 金　　額

売上高 582,277

売上原価 350,550

販売費及び一般管理費 231,726

営業外収益 2,502

営業外費用 1,019

特別利益 0

当期利益 818

◆ エレベーター新設により賑わう各施設 ◆
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去
る
6
月
14
日
公
立
置

賜
総
合
病
院
に
お
い
て
、

八
島
伝
内
議
員
が
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

6
月
16
日
に
葬
儀
、
告

別
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
議
員
は
温
厚
篤
実
な

人
柄
や
卓
越
し
た
識
見
に

よ
る
指
導
力
、
さ
ら
に
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
諸

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
多

大
な
功
績
を
ふ
ま
え
、
町

内
外
か
ら
多
数
の
会
葬
者

が
議
員
の
逝
去
を
悼い
た

み
ま

し
た
。

　

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

4
月
11
日
第
3
回
臨
時

会
を
開
会
し
、
専
決
処
分

事
項
の
承
認
2
件
、
補
正

予
算
及
び
条
例
改
正
2
件

を
審
査
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
可
決
し
ま
し
た
。

　

道
路
ス
ト
ッ
ク
の
総
点

検
業
務
、
地
域
福
祉
計
画

策
定
経
費
等
に
１
３
１
０

万
円
を
追
加
し
、
57
億
２

６
６
０
万
円
と
し
、
そ
の

財
源
と
し
て
国
庫
補
助
金

等
を
充
て
る
も
の
。

○
飯
豊
町
税
条
例
及
び
飯

豊
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
公
布
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

改
正
に
よ
る
も
の
。

　

6
月
27
日
第
5
回
臨
時

会
を
開
会
し
、
条
例
3
件

補
正
予
算
8
件
、
あ
わ
せ

て
11
件
を
審
査
。
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

○
飯
豊
町
一
般
職
の
給
与

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条

例
　

国
の
方
針
に
準
じ
、
7

月
1
日
か
ら
来
年
3
月
31

日
ま
で
。
削
減
率
は
主
事

補
・
主
事
の
2
級
ま
で
を

4
・
77
％
、
3
級
以
上
の

主
任
か
ら
課
長
ま
で
を

7
・
77
％
と
し
た
。
こ
の

ほ
か
課
長
ら
の
管
理
職
手

当
を
10
％
削
減
す
る
。

○
飯
豊
町
特
別
職
の
給
与

に
関
す
る
条
例

○
飯
豊
町
教
育
長
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
条
例

	　

期
間
7
月
1
日
か
ら

来
年
3
月
31
日
ま
で
町
長
、

副
町
長
の
給
料
を
い
ず
れ

も
10
％
削
減
す
る
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
６
９
０
万
円
を
減
額
し

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

57
億
８
５
７
１
万
円
と
す

る
も
の
。
人
件
費
の
減
額

で
す
。

○
飯
豊
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
外
5
特
別
会
計

補
正
予
算
並
び
に
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
の
7
会

計
の
補
正
は
、
人
件
費
の

減
額
が
主
な
内
容
で
す
。

　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ

り
一
般
職
の
給
与
は
9
カ

月
間
国
の
水
準
を
１
０
０

と
し
た
う
え
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
は
１
０
６
・
１
か

ら
98
と
な
り
ま
す
。

故八
島
伝
内
議
員

第
3
回 

臨
時
会

第
5
回 

臨
時
会

そ
の
他
の
補
正
予
算

飯
豊
町
一
般
会
計

補
正
予
算

条
例
の
認
定
及
び

一
部
改
正

飯
豊
町
一
般
会
計

補
正
予
算

条
例
の
一
部
改
正

八島伝内 町議 逝去

＊
お
も
な
略
歴

平
成
15
年
8
月
〜
4
年
間

	

・
総
務
文
教
常
任
副
委
員
長

	

・
議
会
広
報
特
別
委
員

	

・
行
財
政
改
革
特
別
委
員

平
成
19
年
8
月
〜
4
年
間

	

・
産
業
厚
生
常
任
副
委
員
長

	

・
置
広
行
政
組
合
議
員

	

・
総
務
文
教
常
任
委
員
長

	

・
議
会
運
営
委
員

	
・
議
会
広
報
特
別
委
員

	
・
合
併
研
究
検
討
副
委
員
長

	

・
第
3
セ
ク
タ
ー
調
査
検

討
特
別
委
員

	

・
議
会
刷
新
特
別
委
員

平
成
23
年
8
月
〜

	

・
総
務
文
教
常
任
委
員

	

・
産
業
厚
生
常
任
委
員
長

	

・
議
会
運
営
副
委
員
長

	

・
置
賜
広
域
行
政
組
合

　

第
二
分
科
会
副
委
員
長

	

・
活
性
化
検
討
特
別
委
員

	

・
議
会
刷
新
特
別
委
員
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平
成
25
年
6
月
18
日
か

ら
20
日
ま
で
の
日
程
で
、

山
梨
県
身
延
町
、
長
野
県

飯
島
町
に
お
い
て
視
察
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
１
日
目　
身
延
町

　

平
成
16
年
9
月
、
下
部

町
、
中
富
町
と
合
併
し
て

新
た
に
身
延
町
と
し
て
発

足
し
た
町
で
、
人
口
は
過

去
30
年
間
に
半
減
し
現
在

１
４
２
８
２
人
。
県
の

面
積
の
６
・
８
％
を
占
め
、

南
北
を
流
れ
る
日
本
三
大

急
流
の
富
士
川
を
中
心
に

広
が
り
、
随
所
に
観
光
地

や
文
化
・
歴
史
的
遺
産
が

点
在
し
、
一
年
を
通
し
て

全
国
か
ら
参
拝
者
が
訪
れ

る
日
蓮
宗
総
本
山
・
身
延

山
久
遠
寺
な
ど
で
有
名
な

町
で
す
。

　

主
に
「
議
会
活
性
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
研

修
し
活
発
な
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
平
成
21
年
12

月
に
設
置
し
た
「
議
会
活

性
化
等
調
査
検
討
特
別
委

員
会
」
の
現
在
ま
で
の
経

過
説
明
の
中
で
、「
議
会

基
本
条
例
」
制
定
の
前
に

現
在
実
施
し
て
い
る
活
動

内
容
の
検
証
や
研
修
を
進

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

本
町
議
会
は
、
6
月
定

例
議
会
で
設
置
し
た
「
飯

豊
町
議
会
刷
新
特
別
委
員

会
」
で
、
よ
り
活
発
な
議

会
運
営
を
図
る
た
め
、
こ

の
研
修
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

第
２
日
目　
飯
島
町

　

長
野
県
上
伊
那
郡
の

南
部
に
位
置
し
、
西
に

中
央
ア
ル
プ
ス
南
駒
ヶ

岳
、
東
に
仙
丈
ケ
岳
を
中

心
に
南
ア
ル
プ
ス
を
遠
望

す
る
「
二
つ
の
ア
ル
プ

ス
が
見
え
る
町
」。
人
口

９
５
５
９
人
、
農
業
を
基

幹
産
業
と
し
、
稲
作
や
栗

な
ど
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん

な
町
で
す
。

　

主
に
「
地
場
産
業
・
特

産
品
の
振
興
に
つ
い
て
」

研
修
し
ま
し
た
。

　

今
日
の
農
業
は
、
多
様

で
創
意
工
夫
の
あ
る
農
業

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
消

費
者
・
実
需
者
の
意
向
を

受
け
た
地
域
ぐ
る
み
の
農

産
物
生
産
、
高
付
加
価
値

と
有
利
販
売
の
求
め
ら
れ

る
農
業
の
展
開
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

へ
対
応
す
る
た
め
、
当
町

で
は
新
た
な
農
産
物
づ
く

り
と
し
て
、
町
ぐ
る
み
で

「
栗
の
栽
培
」
を
取
組
み
、

昭
和
61
年
に
設
立
し
た
飯

島
町
営
農
セ
ン
タ
ー
で
売

れ
る
農
産
物
づ
く
り
・
競

争
力
の
あ
る
栗
の
産
地
化

を
推
進
し
た
。
栗
栽
培
農

家
、
関
連
事
業
者
が
構
成

員
と
な
り
平
成
20
年
に
㈱

信
州
里
の
菓
工
房
（
栗
加

工
販
売
施
設
）
を
設
立
し

平
成
21
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
経
緯
で
し
た
。
本
町
農

業
の
6
次
化
を
促
進
す
る

う
え
で
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

全議員視察研修報告

◆ 身延町視察 ◆

◆ 飯島町視察　信州里の菓工房 ◆
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発
行
責
任
者

　
議
長
　
菅
野
富
士
雄

広
報
委
員
長

　
　
　
　
嶋
貫
　
栄
助

副
委
員
長

　
　
　
　
後
藤
惠
一
郎

委
　
員

　
　
　
　
山
口
　
文
隆

　
　
　
　
鈴
木
　
敏
夫

　
　
　
　
舩
山
　
清
一

　
　
　
　
長
沼
　
安
義

　

着
工
か
ら
35
年
を
要
し

た
林
道
の
開
通
。
議
会
だ

よ
り
も
本
号
が
１
５
０
号

に
な
る
。
通
常
は
年
4
回

の
発
行
。

　

初
版
か
ら
30
年
以
上
経

過
し
た
こ
と
に
な
る
。
町

民
の
皆
様
に
愛
読
し
て
頂

け
る
よ
う
願
い
、
発
行
に

取
り
組
む
熱
意
は
先
輩
議

員
か
ら
引
き
継
ぎ
今
日
も

止
ま
な
い
。

　

正
に
継
続
は
力
な
り
。

（
山
口　

記
）

編
集
後
記

　

平
成
25
年
6
月
15
日
待

望
の
置
賜
・
会
津
を
つ
な

ぐ
林
道
の
開
通
式
典
（
交

通
安
全
祈
願
祭
・
開
通
式
）

が
林
野
庁
長
官
、
山
形
福

島
両
県
知
事
、
両
県
選
出

国
会
議
員
、
県
議
会
議
長

ご
臨
席
の
も
と
、
飯
豊
町

長
、
喜
多
方
市
長
、
喜
多

方
市
議
会
議
員
・
飯
豊
町

議
会
議
員
他
多
数
の
関
係

者
が
出
席
し
飯
豊
ト
ン
ネ

ル
口
広
場
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
雨
天
の
中
、

飯
豊
権
現
太
鼓
保
存
会
に

よ
る
郷
土
芸
能
披
露
が
あ

り
、
式
典
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

林
道
飯
豊
檜
枝
岐
線
・

一
の
木
線
は
、
飯
豊
町
を

起
点
と
し
て
福
島
県
喜
多

方
市
山
都
町
に
至
る
幅
員

7
ｍ
、
総
延
長
13
・
8
㎞

の
幹
線
林
道
で
す
。
昭
和

53
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で

の
34
年
の
歳
月
を
か
け
、

約
１
０
５
億
２
千
百
万
円

の
事
業
費
で
工
事
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

開
通
に
よ
り
、
両
県
の

森
林
整
備
の
一
層
の
推
進

や
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
保
、
集
落
間
の
ア

ク
セ
ス
時
間
短
縮
に
よ
る

交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、

特
に
置
賜
と
会
津
と
の
文

化
・
経
済
交
流
や
観
光
面

の
懸
け
橋
と
し
て
、
地
域

活
性
化
や
振
興
が
図
ら
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
是
非
足
を

の
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

式
典
終
了
後
、
山
都
体

育
館
に
お
い
て
実
行
員
会

主
催
の
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
、
全
議
員
で
出
席
し
て

き
ま
し
た
。「
山
形
と
福

島
を
つ
な
ぐ
う
た
声
」
と

し
て
、
飯
豊
町
女
性
合
唱

団
・
男
性
合
唱
団
に
よ
る

歌
声
が
披
露
さ
れ
、
祝
賀

会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ

き
会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手

が
あ
り
、
交
流
を
深
め
た

有
意
義
な
祝
賀
会
で
し
た
。

◆ 開通式　テープカット ◆

交流深まる記念祝賀会（山都体育館）

林道飯豊檜枝岐線・一の木線
開　通

林道飯豊檜枝岐線・一の木線
開　通


